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主体的な社会教育の基盤 となる住民の教 育意識や要求の態様を、とぐに地域社会の歴史 ・社会
的状況や住民個々入の生活構造の特質との関連でとらえることを目的に行なった調査研究の概要
である。




























3.論 文の内容は、大別 して二つの部分からなる。その第1は 、体育社会学の理論的体系の構想
を述べ、現代社会に診ける体育活動の科学的究明.を、 とくにわが国に蕎ける体育活動の特質を
見究めるところに求め一よう.とした部分である(序 章から第2章 まで)。 第2は 、こうした理論
の実証をいぐっかの地域社会に求め、児童 ・成人・教師の生活構造を通 して、体育現象の社会
学的処理を試みた部分である(第3.章 から第5章 まで}。 附論は、体育と社会教育との制度的
基 礎 づけ を現代フランスの例にとり、日本のそれとの対比を試みた部分(附 章1⊃ と、戦前
のわが国農村に澄ける「郷土教育 」運動の事例研究を通 して、体育活動 の社会的機能を明 らか
にして、前記の実証篇'を補足 しようとした部分(附 章π}と で成 っている。
4.筆 者は、まず、体育活動がその内容に澄いて生理 ・物理的な事実であることにとどまらず、
















































まるといった限界を、大きぐ突 き破 っていることは高 ぐ評価されてよい。 とぐに体 育活動の基
礎的な規定条件を明らかにし、その構造 と機能とを、正統的な祉会学的手法 で解明した ことは、





必ずしも十分ではない。また、地域に澄け る休育活動が、結鳳 各個入や社会 構造にいかなる
影響と結果をもたらしたかについては、児童の場合を除いて、必ずしも明瞭でない例がそれで
ある。さらに、学校体育と社会体育 との相互連関や、慶視的には、全体社会に誇けるさまざま
の社会的活動のうちで占める体育活動の位置づけについて も、な誇、今後の解明に期待するほ
かはない。
それにもかかわ らず、本論文で示された筆者の精密な実証能力と客観的な社会単的分析に徹
しようとした堂問的態度は、教育現象としての体育現象を把握することに論いて、いち海う成
功 しているとみ るべきである。のみならず、思内の研究から諸外国との比較研究にまで展望を
ひろげる用意が示されて語り、筆者の実証的な体系理論構築への努力とあいまって、単界に新
しい貢献をしたことは間違いない。 よって教育学博士を授与することを滴当'と認める。
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